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1) O. E. Williamson (1971) を先駆的論文として挙げることができる。
2) 企業あるいは組織の境界を巡る議論については，経済学的・経営学観点のみならず，社会
学的観点からのアプローチなど多様なものがある。Santos=Eisenhardt (2005) は，組織の境界






































80 年代に登場した内部化理論 (Buckley=Casson 1976) そして，その拡張版として
















































































































この点について，かつて Harrigan (1985) が指摘したように，各生産段階を完
全に内部化する垂直的統合ではなく，原材料段階に近づくにつれて外部からの






















ンク社は 2002 年において，売り上げ 2 億 5,000 万ユーロ，従業員およそ
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こうした問題について，1980 年代後半に Malone, Yates and Benjamine (1987)
は先駆的に情報技術の進歩と電子市場の発達が企業規模を縮小させることにな
ると予測した。図表 ý は，彼らの主張をごく簡単な図で表わしたものである。
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